












要約:

  富山 Study における長期追跡調査の対象集団である小学校 1 年生(今年度)は男子,女子

ともに全国平均より身長,体重がやや大きい傾向があった.肥満傾向児、痩身傾向児の出現

頻度はともに全国平均より低かった.また,富山 Study の対象である 1年生は全体として起

床時間,就寝時間が早く,一日の TV 視聴時間が短い.他の健康教育プログラムである

Goshiki Health Study  (日本,兵庫) , Health Promoting School Project(Australia),

CATCH Program(U.S.A.)の分析から学校・家庭・地域の連携システム構築と Process 評価

が学校を基盤とした健康教育プログラム遂行には重要であることが示唆された.


